




















































































































ら活動を開始した。具体的には、RST の支援を希望する主治医から RST 宛
てに治療支援依頼書を提出してもらい、その患者に対しては週1回のラウンド
に加え、RST メンバーの医師が連日回診を行い、人工呼吸器離脱に向けた人
工呼吸器の設定変更や全身管理の助言を行うという体制である。2014年4月か
らの1年間に12例の RST 治療支援の依頼を受け、治療支援を行った。今回、
このような RST 治療支援体制による成果と見えてきた課題について報告す
る。
医事課内勉強会の取り組みについて
O-11-34
京都第二赤十字病院　事務部
○堀
ほりした
下　紗
さ
希
き
、大槻　結花
【はじめに】課内の勉強会を平成23年度より継続してきたが、今までの勉強会
は発表することが主な目的であったため、内容が重視されずに発表をするだけ
に終わり、勉強会を昨年度は継続することができていなかった。今年度から新
人2名、他部署からの異動が2名となり、課内の職員の半数が医事の経験年数
の浅い職員が増えたため、もう一度医事業務の基礎知識を身につけるために勉
強会を開催することとなった。
【方法】今まではパワーポイントを使用した勉強会だけだったが、より実践的
なロールプレイ方式や問題形式の勉強会を行うこととした。　勉強会の項目と
しては、医療保障制度、診療報酬制度、返戻・査定・再請求等の医事業務の基
礎知識をパワーポイントとレセプトを使用し実践的に行った。患者対応につい
ては、実際にあった事例をもとにロールプレイ方式を取り入れた。また、
DPC のコーディングの勉強会でも間違いやすい症例を選び問題形式で行った。
【まとめ】今までの勉強会では課員がどこまで理解できているのかを把握でき
ていなかったが、今年度の勉強会からは、勉強会の終了後にアンケートをと
り、意見を聞くこととした。アンケートをとることにより課員の理解度がわか
り、改善点を把握し今後勉強会を継続していくための材料とした。
グラム染色の判読ができる医師研修－3652日の歩み－
O-11-35
前橋赤十字病院　臨床検査科部1）、同　感染症内科2）
○横
よこざわ
澤　郁
い く よ
代1）、氏家　綾子1）、吉田　勝一1）、高橋　茜1）、高橋　佳久1）、
　相馬　真恵美1）、金子　心学1）、林　俊誠2）
【はじめに】　感染症治療には、病原微生物推定、抗菌薬選択が重要である。グ
ラム染色は簡便・迅速・安価で病原微生物推定、治療効果判定、治療開始後の
適切な抗菌薬選択に有用である。また細胞、結晶など様々な情報が得られる。
当院では、2005年から研修医と救急医師のグラム染色実習を行ってきた。実
習は、主に細菌検査技師が行い、投与量、投与間隔など抗菌薬に関する詳細
は、薬剤師の協力も得た。昨年度から、感染症医の赴任で実習に感染症診療を
加えた。当院で行っているグラム染色実習について報告する。
【実習者】2005年1名の研修医よりグラム染色実習の依頼を受けた。2015年3
月までに研修医、救急部医師、薬剤師101名が終了した。
【実習時間】研修医2週間　救急部医師1週間　
【実習】1．染色の原理、顕微鏡の基本操作、既知の臨床検体グラム染色鏡検2．
検体の品質、抗菌薬効果判定、無染色による情報と判読3．血液培養陽性検体
サブカルチャー処理からグラム染色と菌種菌名の推定4．稀な疾患の塗抹標本
を観察し、カルテ、CT・MRI 画像を確認5．自身の咽頭粘液、鼻腔粘膜を培
養し、細菌検査室業務の体験6．感受性検査、同定検査、抗酸菌蛍光染色、
PCR 等の業務説明7．WHONET（WHO 開発の解析ソフト）でアンチバイ
オグラムの作成方法や医師自身オーダーされた血液培養汚染率等、様々な解析
体験
【まとめ】感染症医師が勤務しない状況で9年間、研修医、救急部医師にグラ
ム染色実習を行ってきた。現在、ICU、救急外来にグラム染色場所を設けて
おり、救急医師、研修医が自ら染色鏡検を行い適切な抗菌薬の選択を行ってい
る。今後も感染症科医師と共に感染症診療に、より一層貢献できるグラム染色
実習を継続していきたい。
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